
 

平成 26年 6月 27日 

第 18期 決算公告 

 

東京都中央区銀座 5-3-16 

インターナショナルアシスタンス株式会社 

代表取締役社長 磯貝 隼人 

 

平成 25年度(平成 26年 3月 31日現在)貸借対照表 

 

   
（単位：円） 

資 産 の 部 負 債 の 部 

【流動資産】 431,216,246 【流動負債】 122,361,763 

現金及び預金 375,642,435 未払金 55,025,841 

営業未収金 11,385,019 未払費用 3,239,870 

貯蔵品 666,582 未払法人税等 8,537,400 

前払費用 7,163,616 未払消費税 3,448,100 

立替金 21,513,540 前受収益 18,706,776 

仮払金 1,748,959 預り金 1,516,029 

未収入金 161,559 賞与引当金 22,387,747 

繰延税金資産 12,934,536 資産除去債務 9,500,000 

【固定資産】 95,474,596 【固定負債】 34,728,574 

（有形固定資産） (41,635,475) 退職給付引当金 34,728,574 

什器備品 871,533 負債合計 157,090,337 

車両運搬具 1,867,428 純 資 産 の 部 

一括償却資産 191,214 【株主資本】 369,600,505 

建設仮勘定 38,705,300 （資本金) (30,000,000) 

（無形固定資産） (3,318,092) （利益剰余金） (339,600,505) 

電話加入権 3,318,092 利益準備金 7,500,000 

（投資その他の資産） (50,521,029) その他利益剰余金 332,100,505 

敷金 14,460,666   繰越利益剰余金 332,100,505 

保証金 17,470,600     

繰延税金資産 18,589,763 純資産合計 369,600,505 

資産合計 526,690,842 負債及び純資産合計 526,690,842 
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【重要な会計方針に関する注記】 

 

1. 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

最終仕入原価法。 

 

2. 固定資産の減価償却の方法 

(1)有形固定資産：法人税法の規定による定率法。 

         なお、少額固定資産（取得価額 10万円以上 20万円未満）については、         

税法の定めによる一括 3年均等償却の方法を採用しております。 

(2)無形固定資産：法人税法の規定による定額法。 

 

3. 引当金の計上基準 

  (1)賞与引当金  ：従業員の賞与支給に備えるため、支給見込額の当期負担分 

            を計上しております。 

  (2)退職給付引当金：簡便法を採用し、従業員の退職給付に備えるため、退職金 

           規程に基づく期末自己都合要支給額により計上しております。 

 

4. その他計算書類の作成のための基本となる重要事項 

(1)リース取引の処理方法 

リース物件の所有権が借主に移転するもの以外のファイナンス・リース取引については、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっております。 

 

(2)消費税等の会計処理 

  消費税等の会計処理は、税抜方式によっております。 

 

【当期純利益金額】 

 

22,397,054円 

 

 

 

 

 


